
JP 4711684 B2 2011.6.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向と１対の長手方向端部、及び前記長手方向に直交する横方向と１対の横方向側
部を有するパンツ型吸収性物品であって、該物品が、
　第１の長手方向端部にある前ウェスト領域、反対側の長手方向端部にある後ウェスト領
域、及び前記両ウェスト領域の間に長手方向に延在する股領域と、
　前記前ウェスト領域の横方向両側部に画定された横方向に延出する１対の前耳部分及び
前記後ウェスト領域の横方向両側部に画定された横方向に延出する１対の後耳部分と、
　前記前耳部分と前記後耳部分の間において前記横方向両側部に画定された１対の横方向
内向きの脚部輪郭と、
　前記股領域に沿って、ほぼ前記前ウェスト領域から前記後ウェスト領域まで長手方向に
延在し、かつ前記１対の前耳部分及び前記１対の後耳部分にそれぞれ沿って横方向に延出
する横方向ウイング部分を含む吸収体構造とを備え、
　前記物品をその長手方向中央点における横方向折り目の周りで折り曲げてパンツ構造を
形成した状態では、前記１対の前耳部分の横方向側部と前記１対の後耳部分の横方向側部
とをそれぞれ該物品の側部シームにおいて接合させることで前記１対の脚部輪郭が１対の
脚開口部を画定するようになっており、
　着用者に接触する前記物品の身体側表面に、長手方向に延在する１対の漏れガードが設
けられ、前記ガードの各々は、自由な横方向内側側部と、前記物品の横方向側部及び前記
脚部輪郭にほぼ対応する輪郭をもつ横方向外側側部とを有し、前記横方向外側側部は、前
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記前耳及び後耳部分の前記横方向側部に取り付けられ、更に前記吸収体構造よりも横方向
外側にて、前記脚部輪郭に沿って取り付けられていることにより、前記脚部輪郭並びに前
記前耳及び後耳部分に沿って閉じ込めポケットを形成しており、
　前記前ウェスト領域及び前記後ウェスト領域は、全体としてエラストマー性材料により
形成され、その横方向全体にわたって伸長可能であり、
　前記漏れガードは、全体としてエラストマー性材料により形成され、前記各漏れガード
の１対の長手方向端部が、一方は前記前ウェスト領域に、他方は前記後ウェスト領域に、
ギャザーを形成することなく、かつ前記両ウェスト領域とともに横方向に伸長するように
取り付けられていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記吸収体構造が、全体としてエラストマー性である請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　エラストマー性外側カバー部材、液体透過性トップシート部材、及び前記外側カバー部
材と前記トップシート部材との間に挟まれたエラストマー性吸収体構造を備え、
　前記漏れガードが該外側カバー部材とともに伸長するように形成されている請求項１に
記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記漏れガードの前記横方向内側側部が弾性付与された請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　吸収性物品であって、
　身体側ライナー、前記身体側ライナーに結合された外側カバー、及び該身体側ライナー
と前記外側カバーの間に配置された吸収性構造を含む全体としてエラストマー性の吸収性
シャーシを含み、前記シャーシが、前ウェスト領域、後ウェスト領域、及び前記前及び後
ウェスト領域の間に延在する股領域を定め、
　前記前ウェスト領域が横方向に延出する１対の前耳部分を、前記後ウェスト領域が横方
向に延出する１対の後耳部分を、それぞれ含み、前記両耳部分は、前記シャーシの横方向
両側部に沿って前記股領域とともに１対の脚部輪郭を画定し、
　前記吸収性構造は、長手方向に延在する中央部分と、前記１対の前耳部分及び前記１対
の後耳部分までそれぞれ横方向に延出するエラストマー性ウイング部分とを更に含み、
　着用者に接触する前記物品の身体側表面に、１対のエラストマー性漏れガードが設けら
れ、前記各漏れガードは、その横方向外側側部において前記シャーシの横方向外側側部に
隣接する位置に取り付けられていることにより、前記脚部輪郭に沿って、並びに前記前耳
及び後耳部分において、閉じ込めポケットを画定するようになっており、
　前記各漏れガードの１対の長手方向端部が、一方は前記前ウェスト領域に、他方は前記
後ウェスト領域に、ギャザーを形成することなく、かつ前記両ウェスト領域とともに横方
向に伸長するように、その幅にわたって取り付けられており、
　前記１対の前耳部分と前記１対の後耳部分とをそれぞれ前記物品の側部シームにおいて
接合して前記シャーシをパンツ構造に形成した状態では、前記吸収性構造エラストマー性
ウイング部分及び前記エラストマー性漏れガードが、前記両ウェスト領域の周りでほぼ完
全に着用者に漏れ防護をもたらすようにしたことを特徴とする吸収性物品。
【請求項６】
　前記物品が幼児用トレーニングパンツである請求項１または５のいずれか１項に記載の
吸収性物品。
【請求項７】
　前記側部シームが、着用者から物品を取り外すために裂くことができる請求項１または
５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記側部シームが、取外し可能及び再取付け可能である請求項１または５のいずれか１
項に記載の吸収性物品。
【請求項９】
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　前記吸収性構造が、前記中央部分及び前記ウイング部分に沿ってエラストマー性吸収性
材料を含む請求項５に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記吸収性構造が、前記中央領域及び前記ウイング部分に沿って前記外側カバー層に取
り付けられた請求項９に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、側縁部に沿って閉じ込めフラップを組み込んだ使い捨ておむつ、
幼児用トレーニングパンツ、失禁用物品などの吸収性物品及び衣類の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつ、トレーニングパンツ、婦人用ケア物品、失禁用物品および同様なもの
のような多くの種類の消費者製品が、身体流体を吸収し伝達するために吸収性パッド構造
を使用する。吸収性パッドは、従来、吸収性ウェブ、典型的には公知の技法で形成される
不織繊維ウェブ材料により形成され、液体透過性トップシートと液体不透過性バックシー
トの間に配置される。かかる吸収性物品はまた、身体滲出物の漏れを低減するのに役立つ
弾性付与されたウェストバンド及び脚部カフスを含むことがある。従来の吸収性物品の幾
つかにはまた、漏れの発生を更に低減するために、弾性付与された閉じ込め又は障壁フラ
ップを物品の脚又はウェスト部分に含む。
【０００３】
　幼児用トレーニングパンツのような従来のパンツ型吸収性構造はまた、吸収性構造に沿
って組み込まれた閉じ込めフラップを有する。例えば、ウィスコンシン州ニーナ所在のＫ
ｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの使い捨てトレーニングパンツＨ
ＵＧＧＩＥＳ（登録商標）、ＰＵＬＬ－ＵＰＳ（登録商標）を参照されたい。トレーニン
グパンツに閉じ込めフラップを使用することはまた、例えば、ＷＯ００／３５３９５号及
び米国特許第６，２３１，５５７号Ｂ１に記載されている。典型的なトレーニングパンツ
構成では、閉じ込めフラップは、ほぼ矩形の吸収体の長手方向側部に比較的近接して配置
され、吸収体の側部から漏れることがある任意の流体の障壁として使用される。
【０００４】
　従来のトレーニングパンツにはまた、ウェスト開口部と各脚開口部の間に延びる側部シ
ームにおいて接合されるエラストマー性側部パネルを含むものがある。シームは恒久的と
して、物品を下着同様の方法で着用者が引き上げるようにすることができる。或いはまた
、シームを取外し可能として、物品を使い捨ておむつと同様に着用させ、及び／又は脱が
せるようにすることができる。閉じ込めフラップは、吸収体の各側部上をウェストから後
方へ物品の中央部分に沿って長手方向に延びる。しかしながら、この型の構成では、流体
が物品の縁部周りに伝わる場合などは特にそうであるが、物品の側部において漏れが発生
することが珍しくない。この問題は、着用者が特に横向きに横たわるときに、一層発生し
やすいといえる。従来の物品では、吸収体は腹部及び臀部を横切って延びるようになって
いず、閉じ込めフラップは、吸収体の上部及び後方側部周りにおける漏れを防ぐには不十
分である。
【０００５】
【特許文献１】国際出願ＷＯ００／３５３９５号公報
【特許文献２】米国特許第６，２３１，５５７号Ｂ１公報
【特許文献３】米国特許第４，９６５，１２２号公報
【特許文献４】米国特許第４，９８１，７４７号公報
【特許文献５】米国特許第５，２２６，９９２号公報
【特許文献６】米国特許第５，３３６，５４５号公報
【特許文献７】米国特許第４，７２０，４１５号公報
【特許文献８】米国特許第４，７８９，６９９号公報
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【特許文献９】米国特許第４，７８１，９６６号公報
【特許文献１０】米国特許第４，６５７，８０２号公報
【特許文献１１】米国特許第４，６５５，７６０号公報
【特許文献１２】米国特許第４，７０４，１１６号公報
【特許文献１３】米国特許第５，６０１，５４７号公報
【特許文献１４】米国特許第６，３５８，３５０号Ｂ１公報
【特許文献１５】米国特許第６，３３６，９２１号Ｂ１公報
【特許文献１６】米国特許第５，７１１，８３２号公報
【特許文献１７】米国特許第４，１００，３２４号公報
【特許文献１８】米国特許第５，２８４，７０３号公報
【特許文献１９】米国特許第５，３５０，６２４号公報
【特許文献２０】米国特許第６，３６２，３８９号Ｂ１公報
【特許文献２１】米国特許第５，４８６，１６６号公報
【特許文献２２】米国特許第５，４９０，８４６号公報
【特許文献２３】米国特許第５，８２０，９７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、特にトレーニングパンツ物品における側部領域の漏れ発生を最小限にするの
に役立つ改善された吸収体及び閉じ込めフラップ構成を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的及び利点は、以下の説明において部分的に説明され、又は説明から明らか
になるであろうし、或いは、本発明の実施を通して習得することができる。
　一般的に、本発明は、物品の上部及び後方側部周りの漏れに対して防護する改善された
吸収性物品を提供する。本発明の特に有用な実施形態は、幼児用トレーニングパンツであ
る。しかしながら、失禁用具、使い捨ておむつ及び同様なもののような他の吸収性物品も
また、本発明の範囲及び思想内にある。
【０００８】
　パンツ型吸収性物品は、第１の長手方向端部にある前ウェスト領域、反対側の長手方向
端部にある後ウェスト領域、及び前記前及び後ウェスト領域の間で長手方向に延びる股領
域を定めるシャーシを含む。シャーシは、ほぼ全体をエラストマー性材料により形成する
ことができ、又は特定の領域又は部分のみをエラストマー性材料で作ることができる。物
品に用いられる材料は限定因子でなく、公知の材料及び形成される組成物の任意の組合せ
が、本発明による物品の製造に用いられることを理解すべきである。
【０００９】
　典型的なトレーニングパンツ構成においては、横方向に延びる耳部分が、前及び後ウェ
スト領域の片側又は両側の横方向側部に形成される。これらの耳部分は、着用者の前及び
後ウェスト周りに延び、物品の側部シームにおいて出合う。耳部分はまた、横方向内向き
の脚部輪郭を定める。シャーシがパンツ型物品に形成された状態で、耳部分が側部シーム
において接合され、脚部輪郭が、物品の股領域とともに脚開口部を定める。
【００１０】
　吸収体構造は、前記股領域に沿ってほぼ前ウェスト領域から後ウェスト領域まで長手方
向に延びる中央部分を有する。吸収体構造は、シャーシの前及び／又は後耳部分に沿って
横方向に延びる横方向ウイング部分を含む。吸収体構造は、吸収性物品に用いられる従来
の吸収性材料の任意の組合せを含むことができる。１つの実施形態においては、吸収体構
造は全体としてエラストマー性とすることができ、別の実施形態においては、構造は、ほ
ぼ非エラストマー性とすることができる。
【００１１】
　長手方向に延びる漏れガードすなわち閉じ込めフラップが、シャーシの身体側に形成さ
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れる。各ガードは、自由な横方向内側側部を有し、この側部は、ある実施形態においては
、弾性付与されることができる。各ガードは、その横方向外側側部が、前及び後耳部分で
定められる股領域及び脚部輪郭の外形にほぼ対応する外形である。ガードの横方向外側側
部は、シャーシの横方向外側側部にほぼ隣接した位置でシャーシに取り付けることができ
、これにより、漏れガードは脚部輪郭に沿ってシャーシの前及び後耳部分に閉じ込めポケ
ットを形成する。このようにして、その長手方向中央点における横断折線周りにシャーシ
を折り曲げてパンツ構造を形成した状態で、前及び後耳部分の横方向側部が物品の側部シ
ームにおいて接合され、これにより、脚部輪郭が各脚開口部を定め、吸収体構造及び漏れ
ガードが腹部を横切り、側部シームの間で着用者の背部を横切って横方向に延びるように
する。
【００１２】
　有用な実施形態においては、吸収性物品構造を含むシャーシ・ウェスト領域の少なくと
も前及び後耳部分が伸長可能である。例えば、本質的にシャーシ全体が伸長可能であるよ
うにすることができる。漏れガードは、少なくとも耳部分とともに伸長可能であるように
構成される。例えば、ガードは弾性的に伸長可能な材料で形成することができる。別の実
施形態においては、ガードは、非エラストマー性材料で形成することができるが、耳部分
との取付け点でギャザー寄せして、該耳部分とともに延びるようにすることができる。
【００１３】
　吸収性物品は、種々の形式の側部シーム構成を含むことができる。例えば、耳部分は、
側部シーム部分において接合して、これにより着用者が下着のように物品を引き上げなけ
ればならないようにすることができる。これらの結合されたシームはまた、引き裂き可能
にすることもでき、これにより物品は、シームを分離するか、又は裂くことにより着用者
から取り外すことができ、おむつのように物品を取り外すことができるようになる。別の
実施形態においては、側部シームは取外し可能かつ再取付け可能である。例えば、面ファ
スナー又は他の型の再取付けシステムを側部シームに沿って用いることができる。
　本発明の態様は、図面に示された実施形態を参照して、より詳細に以下において説明さ
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明は、その特定の実施形態を参照して詳細に説明される。実施形態は、本発明の例
示として提供されるもので、本発明の限定を意味しない。例えば、１つの実施形態の一部
として説明又は例示された特徴は、別の実施形態において用いて、更に別の実施形態をも
たらすことができる。本発明は、本発明の範囲及び精神内にあるものとして、これら及び
他の修正及び変更を含むことを意図する。
【００１５】
　本記載の文脈中、以下の用語は以下の意味を有することができる。
　「取り付けられる」は、２つの要素の結合、接合、接着、接続、取付け、又は同様のも
のを意味する。２つの要素は、互いに直接的に結合されるか、又は各々が中間要素に直接
取り付けられる場合のように互いに間接的に結合されたとき、互いに取り付けられたと考
えられることになる。
【００１６】
　「エラストマー性」は、弛緩した長さの少なくとも２５％まで延伸又は伸長することが
でき、付加された力が緩められるとその伸びの少なくとも１０％を回復する材料又は複合
材を意味する。エラストマー性材料又は複合材は、弛緩した長さの少なくとも１００％ま
で伸長することができるのが一般的に望ましく、より望ましくは少なくとも３００％まで
伸長することができ、その伸びの少なくとも５０％を回復する。エラストマー性材料は、
従って、伸長可能であり、「伸長可能」と「エラストマー性」は互換的に用いることがで
きる。
　「弾性」又は「弾性付与された」は、変形をもたらす力の除去後、元の大きさ及び形状
にほとんど回復する傾向にある材料又は複合材の特性を意味する。
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【００１７】
　「ネック結合」積層体は、非弾性部材が機械方向に伸長されて、横方向に弾性があるネ
ック付与された材料を生成している状態で、弾性部材が該非弾性部材に結合された、弾性
部材を有する複合材料を意味する。ネック結合積層体の例は、米国特許第４，９６５，１
２２号、第４，９８１，７４７号、第５，２２６，９９２号、及び第５，３３６，５４５
号に開示されており、これらの特許は、全ての目的について引用により本明細書に組み込
まれる。
【００１８】
　「伸長結合」積層体は、１つの層がギャザー寄せ可能な層であり他の層が弾性層である
少なくとも２つの層を有する複合材料を意味する。層は、弾性層が伸長状態にあるときに
互いに接合され、そのため、層が弛緩されたとき、ギャザー寄せ可能な層がギャザー寄せ
されるようになる。例えば、１つの弾性部材は、弾性部材が弛緩した長さの少なくとも約
２５％だけ伸長される間に、別の部材に結合することができる。かかる多層合成弾性材料
は、非弾性層が完全に伸長されるまで引き延ばすことができる。伸長結合積層体の例は、
例えば米国特許第４，７２０，４１５号、第４，７８９，６９９号、第４，７８１，９６
６号、第４，６５７，８０２号、及び第４，６５５，７６０号に開示されており、これら
の特許は、全ての目的について引用により本明細書に組み込まれる。
　単数形で用いられる「部材」は、単一要素又は複数の要素を意味することができる。
【００１９】
　本発明の様々な態様及び実施形態が、幼児用トレーニングパンツのような使い捨て吸収
性物品との関連で記載される。しかしながら、本発明はまた、他の物品、使い捨ておむつ
、婦人用ケア物品、失禁用衣類及び同様のものに使用できることも容易に明らかである。
通常、使い捨ておむつは、限られた回数の使用を意図するもので、再利用のため洗濯又は
他の方法で洗浄されることは意図されていない。幼児用トレーニングパンツは、例えば、
着用者が汚した後に廃棄される。様々な態様において、本発明は、柔軟性、可撓性、適合
性、きれいな外見、低減された隙間、及び特に物品の側部周りからの漏れの低減など望ま
しい物理的特性を示す独特の吸収性物品を提供することができる。物品は、改善された柔
軟性、可撓性、耐久性、適合性、及び伸長性など望ましい物理的特性を示す吸収体構造を
含むことができる。その結果、本発明の吸収性構造及び物品は、増加した強度、改善され
たフィット感、低減された漏れ、及び使用中の凝集や皺の発生又は垂れ下がりの低減をも
たらすことができる。
【００２０】
　図面を参照すると、代表的に示される幼児用トレーニングパンツ１０のような物品は、
長手方向Ｙの長さ、横方向Ｘの幅、前ウェスト領域１４、後ウェスト領域１２、及び前及
び後ウェスト領域を相互接続する中間股領域１６を有する本体すなわちシャーシ２０を含
む。ウェスト領域１２及び１４は、着用時に着用者のウェスト又は胴体中低部を全体的に
又は部分的に覆うか又は包む物品１０の部分を含む。特定の構成においては、前１４及び
後１２ウェスト領域は、弾性の前及び後ウェストバンド部分１７、１１を含むことができ
る。図示された実施形態においては、弾性ウェストバンド部分１１、１７は、物品のウェ
スト開口部２４の周りにほぼ連続する。別の実施形態において、ウェストバンド部分１１
、１７は、各ウェスト領域にわたって部分的にのみ延びることができる。中間股領域１６
は、ウェスト領域１４及び１２の間に位置し、これらを相互接続し、着用時に着用者の脚
の間に位置決めされ、着用者の胴体下部を覆う物品１０の部分を含む。従って、中間股領
域１６は、着用者が直立状態のとき、トレーニングパンツ又は他の使い捨て吸収性物品内
で流体サージが通常繰り返し発生する領域である。
【００２１】
　物品１０は、実質的に液体不透過性の外側カバー部材３０、液体透過性の身体側ライナ
ー２８、及び外側カバー材料３０と身体側ライナー層２８の間に挟まれる吸収体構造３２
を含む。吸収体構造は、図３に示されるように、接着剤８２により外側カバー部材３０に
固定することができ、接着剤８４により身体側ライナー２８に固定することができる。あ
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る実施形態においては、サージ層４８が任意に吸収性構造に隣接して配置され、接着剤８
６により取り付けることができる（図２及び図３）。ある構成においては、外側カバー部
材３０及び吸収体構造３２は、特に横すなわち横断方向Ｘに伸長可能とすることができる
。例えば、外側カバー部材３０は実質的にエラストマー性材料で作ることができ、吸収体
構造はエラストマー吸収性材料を含むことができる。ある実施形態においては、身体側ラ
イナー２８もまた伸長可能である。例えば、身体側ライナー２８は、エラストマー性材料
で作ることができる。
【００２２】
　物品１０の図示された実施形態においては、図２に示されるように、シャーシ２０は、
横方向に延びる前耳部分５０及び後耳部分５２を含む。図示された実施形態においては、
耳部分はシャーシ構造の延長部であり、例えば外側カバー部材３０、身体側ライナー２８
、又はその双方の延長部とすることができる。この構成は、特にシャーシ２０が横方向Ｘ
に、特に前及び後ウェスト領域１４、１２にわたって伸長可能である場合に特に望ましい
。例えば、シャーシはエラストマー性カバー部材３０、エラストマー性身体側ライナー２
８、及び組み合わせて伸長可能な単一シャーシとなる他のエラストマー性構成要素の任意
の組合せを含むことができる。
【００２３】
　吸収体構造３２は、図１及び図２の極細線で見られるように、横方向に延びるウイング
部分３２ａを含む。ウイング部分は、耳部分５０、５２の中に少なくとも部分的に延びる
。望ましい実施形態においては、ウイング部分３２ａは側部シーム２６に隣接する位置ま
で延び、従って吸収体構造３２は、着用者のウェスト領域をほぼ取り囲むようになている
。
【００２４】
　トレーニングパンツ１０は、シャーシを折り曲げて、ウェスト開口部２４及び脚開口部
２２を有するパンツ構造を形成した状態で接合される横方向側部２９を、前及び後耳部分
５０、５２が有する様式及び構成とすることができる。横方向側部２９は、シャーシ２０
の股領域１６の横方向側部とともに、具体的に図２に見られるような湾曲した脚部輪郭１
８を定める。湾曲した脚部輪郭１８は、物品が組み立てられたとき脚開口部２２を定める
。横方向側部２９は、パンツ構造の側部シーム２６を形成するように公知の方法で結合さ
れる。この種の構成においては、パンツ１０は、下着と同様の方法で着用者により引き上
げられる。望ましくは、これらのシーム２６は分離可能又は引き裂き可能にすることがで
き、これによりパンツ１０は、シーム２６を裂き、おむつと同様の方法で物品を取り外す
ことで、着用者から除去することができるようになる。別の実施形態においては、前及び
後耳部分５０、５２は、シーム２６において分離可能及び再取付け可能とすることができ
る。面ファスナー・システムなど留め具システムが、第１のウェスト領域１２を第２のウ
ェスト領域１４に相互接続するために用いられ、パンツ構造を形成し、着用者に物品を固
定する。更に適当な取外し可能な留め具システムは、米国特許第６，２３１，５５７号Ｂ
１及び国際出願ＷＯ００／３５３９５号に記載されており、これらは、全ての目的につい
て引用により本明細書に組み込まれる。
【００２５】
　物品１０はまた、身体側ライナー２８の上に配置される長手方向に延びる漏れガード５
８（当該技術で「閉じ込めフラップ」としても公知である）をも組み込んでいる。ガード
５８は、ほぼその長手方向端部１３、１５でシャーシ２０に取り付けられる長手方向端部
６４を有する。例えば、ガード５８は、ウェストバンド部分１１、１７の上に延びること
ができ、例えば超音波結合により取り付けることができる。ガード５８は、シャーシ、望
ましくは下にある吸収体構造３２の外側に取り付けられる外側横方向側部６２を有する。
外側側部６２は、前及び後耳部分５０、５２のものにほぼ対応する形状及び外形を有し、
これによりガード５８は、吸収体構造のウイング部分３２ａを越えて横方向に延びる。例
えば、横方向外側側部６２は、シャーシ２０の横方向側部２９とほぼ同一の広がりを持つ
ことができ、側部シーム２６において結合されることができる。図３を参照すると、横方
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向外側側部６２は、股領域１６及び耳部分５０、５２の体型にあわせた側部に沿って、例
えばほぼ連続する超音波結合線６３により取り付けることができる。ガード５８は、下に
ある吸収体構造３２の上及び真上を延びる横方向内側の「自由な」側部６０を有し、これ
により、ガードは本質的に吸収性構造３２の横方向側部に沿って閉じ込めポケットを形成
する。
【００２６】
　広範な材料が漏れガード５８の使用に適する。例えば、ガード５８は、スパンボンド、
メルトブロー、スパンレース、又はカーデッド高分子材料のような不織材料、ポリオレフ
ィン又はポリウレタン・フィルムのようなフィルム材料、発泡性材料、或いはこれらの組
合せとすることができる。ガードはまた、本明細書で外側カバー部材３０又はライナー２
８に適すると記載された材料も含むことができる。ガード５８は、実質的に液体不透過性
とすることができ、気体のみに透過性とすることができ、或いは気体及び液体双方に透過
性とすることができる。ガード５８は、液体に対して実質的に不透過性であり、着用者に
対して布のような感触をもたらす材料から形成されるのが一般的に望ましい。例えば、ガ
ードは、不織／液体不透過性フィルム積層体構成を含むことができる。ガードは、全体的
又は部分的に処理されて望ましいレベルの液体不透過性、又は湿潤性と親水性を与える織
成又は不織ウェブにより形成することができる。
【００２７】
　ガード５８の外側又は身体側表面は、少なくとも部分的に湿潤性又は親水性であり、ガ
ードと着用者の間でトラップされるあらゆる身体滲出物を少なくとも部分的に吸収できる
こともまた、一般的に望ましい。
　ガード５８が全体的に非エラストマー性材料により形成される実施形態においては、ガ
ードは、該ガードが取り付けられるシャーシ２０の部分とともに伸長可能であることを確
実にする備えが設けられる。例えば、ガード５８の長手方向端部は、弾性ウェストバンド
部分１１、１７に取り付けられる部分であり、該バンド部分とともに伸長するようにギャ
ザー寄せすることができる。
【００２８】
　上述のように、漏れガード５８は、望ましくは、実質的にエラストマー性材料又はエラ
ストマー性複合材料で形成されて、横方向に伸長可能であることが望ましい。このように
すると、ガードの取付け点が横方向位置であるか、又は各々の長手方向端部でるかに関係
なく、ガードは、物品の別の構成要素の望ましい伸長可能な特徴を損なうことがなくなる
。漏れガード５８は、材料が耐湿性で好ましくは着用者に布のような感触を示す限り、特
定の種類のエラストマー性材料のいずれかに限定されることはない。適当な材料は、例え
ば、ネック結合積層体、伸長結合積層体、ストレッチ熱積層体、又は耐湿性及び所望の程
度の布のような感触を着用者にもたらす材料の任意の組合せとすることができる。特に適
当な材料は、弾性ポリエチレン・フィルム及びネック伸長されたスパンボンド・ポリプロ
ピレンのネック結合積層体（ＮＢＬ）である。図３に示されるように、ガード５８は、液
体不透過性弾性フィルム９２及びネック付与されたスパンボンド・ウェブ９４の積層体組
成物とすることができる。材料を互いに積層するために接着剤９６を用いることができ、
これに代えて、又はこれに加えて、超音波結合／溶着を用いて材料を積層することができ
る。弾性ストランド３６が、積層工程の中に接着剤８８とともに組み込まれて、図３に示
される型の構造を生成する。ネック付与されたスパンボンド・ウェブ９４の延長部すなわ
ち「フラップ」（別個に図示されない）は、ガード５８の自由側部６０に沿って折り重な
り、弾性フィルム９２の下側に接着剤９０で取り付けられる。しかしながら、本発明は漏
れガード５８のこの構造上の構成に限定されないことを理解されたい。漏れガード５８に
適する他の構成及び配置は、当業者には一般的に公知であり、その例はまた米国特許第４
，７０４，１１６号に記載されており、この特許は、全ての目的について本明細書に組み
込まれる。
【００２９】
　図２は、典型的なトレーニングパンツ１０の平面図を、全体的に全く収縮しない状態で
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（すなわち弾性により誘起されたギャザー及び収縮を全て除去して）示す。この図におい
ては、着用者に接触するパンツ１０の身体側表面が観察者の方を向き、構造の一部を部分
的に切断して物品の内側構成をより明確に示してある。物品１０の外側縁部は、長手方向
に延びる横方向側部及び横方向に延びる端部１３、１５を有する外周を定める。長手方向
端部１３、１５は直線で示されるが、任意に曲線とすることもできる。横方向側部は、前
及び後耳部分５０、５２の横方向側部２９及び股領域１６の横方向側部５４により定めら
れる。横方向内側に延びる湾曲した脚部輪郭１８は、前及び後耳部分のほぼ間で定められ
、股領域１６にほぼ沿って長手方向に延びる。上述のように、パンツ構造が前及び後耳部
分５０、５２の横方向側部２９を接合することにより形成されると、これらの輪郭１８が
物品１０の脚開口部を定める。
【００３０】
　脚弾性素材３４及びウェスト弾性素材３３のようなエラストマー性ギャザー寄せ部材を
、当該技術でよく知られるように設けることができる。ライナー２８、外側カバー３０、
吸収性構造３２、サージ層４８、及び弾性部材３４と３６を組み立てて、よく知られる様
々な吸収性物品構成とすることができる。
【００３１】
　脚弾性部材３４は、シャーシ２０の横方向側部の縁部に、具体的には股領域１６の横方
向側部に沿って配置され、着用者の脚に対してシャーシ２０を引き寄せ保持するように構
成される。弾性部材３４は、例えば接着剤８０により、弾性的に収縮された状態でシャー
シ２０に固定され、これにより通常の歪み状況の下で、弾性部材３４は効果的にシャーシ
に対して収縮する。使い捨ておむつ及びトレーニングパンツなど吸収性物品における脚弾
性部材の使用は、当該技術で広く知られており、理解されている。
【００３２】
　弾性ウェストバンドの使用もまた、当該技術で広く知られており、用いられている。図
１の図示された実施形態においては、ウェスト弾性素材３３が、前及び後ウェストバンド
１１、１７のほぼ全体にわたって備えられる。別の実施形態においては、ウェスト弾性素
材３３は、図２に示されるように、前及び後ウェストバンドにわたって部分的にのみ延び
る。ウェスト弾性材３３は、エラストマー性フィルム、弾性発泡体、多数の弾性ストラン
ド、エラストマー性布などの任意の適当なエラストマー性材料で構成することができる。
本発明による物品１０に使用されることができるウェストバンド構造の実施形態はまた、
米国特許第５，６０１，５４７号、第６，３５８，３５０号Ｂ１、第６，３３６，９２１
号Ｂ１、及び第５，７１１，８３２号に記載されており、これらの特許は、全ての目的に
ついて引用により本明細書に組み込まれる。
【００３３】
　ライナー２８及び外側カバー部材３０はほぼ同一の広がりを持つことができ、吸収構造
３２の対応する寸法より全体的に大きくこれを超えて延びる長さ及び幅の寸法を有するも
のとすることができる。延長部分は、対応する側部及び端部の縁部を定め、この縁部によ
り、ウェストバンド１１、１７、脚弾性素材３４、及び側部シーム２６を用いて、外側カ
バー部材３０、ライナー２８、及び漏れガード５８を互いに取り付けることを可能にする
。任意ではあるが、身体側ライナー２８及び外側カバー部材３０は、同一の広がりを持た
ないようにすることができる。外側カバー部材３０は、液体透過性材料により構成するこ
とができるが、望ましくは、液体に対して実質的に不透過性に構成された材料から構成す
るのがよい。例えば、典型的な外側カバーは、薄いプラスチック・フィルム、複合材積層
体、又は他の可撓性で実質的に液体不透過性である材料から製造することができる。本明
細書で用いられる「可撓性」という用語は、順応性があり、着用者の身体の全体的形状及
び外形に容易に適合する材料を意味する。
【００３４】
　外側カバー部材３０の別の構成は、織成又は不織繊維ウェブ層を含むことができ、この
ウェブ層は全体的又は部分的に構成又は処理されて、吸収体に隣接又は近接する選択され
た領域に所望のレベルの液体不透過性を与える。例えば、外側カバーは、気体透過性の不
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織布層を含み、この層が、気体透過性であるか又は気体透過性でない高分子フィルム層に
重ねられた構成とすることができる。繊維性の布のような外側カバー材料の別の例として
は、薄く延伸された又は熱延伸された積層体材料を含むものがある。外側カバー３０は通
常、物品の最外部層を構成するものであるが、任意に、物品は、外側カバー部材に付加す
る別個の外側カバー構成要素を含むことができる。
【００３５】
　特定の実施形態において、外側カバー３０は実質的にエラストマー性材料から形成し、
従って伸長可能とすることができる。この実施形態においては、外側カバー３０は、前及
び後耳部分５０、５２を含む前及び後ウェスト領域１４、１２全体を形成することができ
る。例えば外側カバー３０は、単層、多数層、積層体、スパンボンド布、フィルム、メル
トブロー布、弾性網、微孔性ウェブ、ボンデッド・カーデッド・ウェブ、或いはエラスト
マー性又は高分子材料を含む発泡体から構成することができる。エラストマー性不織積層
体ウェブは、１つ又は複数のギャザー寄せ可能な不織ウェブ、フィルム、又は発泡体に接
合される不織材料を含むことができる。伸長結合積層体（ＳＢＬ）及びネック結合積層体
（ＮＢＬ）は、エラストマー性複合材の例である。不織布は、識別可能な反復形態で織り
交ぜられる個々のファイバーの構造を生成する織物織り加工を用いずに形成された材料の
任意のウェブである。適当な材料の例は、スパンボンド・メルトブロー布、スパンボンド
・メルトブロー・スパンボンド布、スパンボンド布、或いはかかる布とフィルム、発泡体
、又は他の不織ウェブとの積層体である。エラストマー材料は、キャスト・フィルム又は
ブロー・フィルム、発泡体、或いはポリエチレン、ポリプロピレン、又はポリオレフィン
共重合体からも、これらの組合せからも構成されるメルトブロー布を含むことができる。
エラストマー性材料は、ＰＥＢＡＸ（登録商標）エラストマー（ペンシルベニア州フィラ
デルフィア所在のＡｔｏＣｈｅｍから入手可能）、ＨＹＴＲＥＬ（登録商標）エラストマ
ー性ポリマー（デラウェア州ウィルミントン所在のＥ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍ
ｏｕｒｓから入手可能）、ＫＲＡＴＯＮTMエラストマー（テキサス州ヒューストン所在の
Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）、又はＬＹＣＲＡ（登録
商標）エラストマーのストランド（デラウェア州ウィルミントン所在のＥ．Ｉ．ＤｕＰｏ
ｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓから入手可能）或いは同様なもの、並びにこれらの組合せを
含むことができる。外側カバー３０は、機械加工、プリント加工、熱加工、又は化学処理
を通してエラストマー性特性を有するようにされた材料を含むことができる。例えば、か
かる材料は穿孔、しぼ寄せ、ネック伸長、熱活性、エンボス及び微小歪み加工されること
ができ、フィルム、ウェブ、及び積層体の形状とすることができる。
【００３６】
　身体側ライナー２８は、順応性があり、柔軟な感触で、着用者の皮膚に刺激のない身体
側表面を呈する。更に、身体側ライナー２８は、吸収体３２より親水性が低いものとする
ことができ、液体透過性となるのに十分に多孔性であり、液体がその厚みを通って容易に
浸透でき吸収体に到達するのを可能にする。適当な身体側ライナー層２８は、多孔性発泡
体、網状発泡体、有孔プラスチック・フィルム、天然繊維（例えば木材又は綿繊維）、合
成繊維（例えばポリエステル又はポリプロピレン繊維）、又は天然及び合成繊維の組み合
わせといったウェブ材料の広範な選択から製造することができる。身体側ライナー層２８
は、典型的には、吸収体３２に保持された液体から着用者の皮膚を隔離するのに役立つよ
うに使用される。
【００３７】
　様々な織布及び不織布を、身体側ライナー２８に用いることができる。例えば、身体側
ライナーは、所望の繊維で構成されるメルトブロー・ウェブ、スパンボンド・ウェブ、又
はボンデッド・カーデッド・ウェブを含むことができる。様々な布が、天然繊維、合成繊
維、又はこれらの組合せにより構成できる。特定の態様において、身体側ライナー２８は
、ポリマー繊維、網状組織、積層体、液体透過性フィルム、セルロース系繊維、レーヨン
、水膨潤性ゲル、及びエラストマー性材料、並びにこれらの組合せから構成することがで
きる。身体側ライナーに適する材料は、連続又は別個の合成ポリマー繊維及び／又は天然
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繊維のメルトブロー・ウェブ、空気堆積ウェブ、スパンボンド・ウェブ、又はボンデッド
・カーデッド・ウェブ、パターン結合されたスパンボンド・ウェブ、空気堆積ウェブ、又
はボンデッド・カーデッド・ウェブ、並びにこれらの組合せを含むことができる。適当な
ポリマーは、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、及びこれらポリオレフィン
から構成される２成分材料を含むことができる。
【００３８】
　身体側ライナーの布は、実質的に疎水性材料で構成することができ、疎水性材料は、所
望のレベルの濡れ性及び親水性を与えるために、任意に界面活性剤で処理するか、又は他
の方法で加工することができる。本発明の特定の実施形態においては、身体側ライナー２
８は、約６０％ネック付与される不織のスパンボンド・ポリプロピレン布とすることがで
きる。ＫＲＡＴＯＮ　Ｇ２７６０エラストマー性材料のストランドを、ネック付与スパン
ボンド材料に接着することができる。布は、例えばデラウェア州ニューカッスルに事業所
を有するＩＣＩの一部門であるＵｎｉｑｅｍａから入手可能なＡＨＣＯＶＥＬ　Ｂａｓｅ
　Ｎ６２界面活性剤約０．４５％といった有効量の界面活性剤で処理された表面を有する
ものとすることができる。界面活性剤は、吹付け、プリント、はけ塗りなど任意の従来の
手段で塗布することができる。
【００３９】
　身体側ライナー層２８が伸長可能であることが望ましい特定の実施形態においては、適
当なエラストマー性材料は、弾性ストランド、ＬＹＣＲＡ（登録商標）弾性素材、キャス
ト又はブローの弾性フィルム、不織弾性ウェブ、メルトブロー又はスパンボンド・エラス
トマー性繊維ウェブ、並びにこれらの組合せを含むことができる。エラストマー性材料の
例は、ＫＲＡＴＯＮ（登録商標）エラストマー、ＨＹＴＲＥＬ（登録商標）エラストマー
、ＥＳＴＡＮＥ（登録商標）エラストマー性ポリウレタン（オハイオ州クリーブランド所
在のＢ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）、又はＰＥＢＡ
Ｘ（登録商標）エラストマーを含む。身体側ライナーは、繊維、スクリム、ウェブ、及び
、ミシン目、穿孔、しぼ寄せ、熱活性、エンボス、微小歪み、化学処理を施したフィルム
、又は同様なものの混合物又は積層体、並びにこれらの組合せを含むことができる。
【００４０】
　身体側ライナー２８及び外側カバー３０は、実施可能な方法で接続されるか又は他の方
法で互いに組み合わされる。本明細書で用いられる「組み合わされる」という用語は、身
体側ライナー２８を外側カバー３０に直接的に取り付けることで、身体側ライナー２８が
直接外側カバー３０に接合される構成、及び身体側ライナー２８を中間部材に取付け、そ
の中間部材が外側カバー３０に取り付けられることで、身体側ライナー２８が間接的に外
側カバー３０に接合される構成を含む。身体側ライナー２８及び外側カバー３０は、例え
ば、接着剤結合、超音波結合、熱結合、プリント、縫合、又は当該技術で公知の他の任意
の取付け法とその組合せなどの適当な取付け機構（図示せず）により、トレーニングパン
ツの外周の少なくとも一部において互いに接合されることができる。例えば、接着剤の均
一な連続する層、接着剤のパターン層、接着剤の吹きつけパターン或いは構成接着剤の別
個の線、渦状又は点の列が、身体側ライナー２８を外側カバー３０に貼付するために用い
られる。上述の取付け手段はまた、本明細書に記載される物品の様々な他の構成要素部品
を適当に相互接続し、組み立て及び／又は互いに取り付けるのに使用できることは、容易
に認識できることである。
【００４１】
　吸収体構造３２（ウイング部分３２ａ及び任意にサージ層４８を含む）は、外側カバー
３０及び身体側ライナー２８の間に位置決めされる。吸収体構造３２は、全体として圧縮
可能で、適合性があり、着用者の皮膚に刺激がなく、液体及び身体排泄物を吸収し保持す
ることができる構成要素の任意の構造又は組合せとすることができる。例えば、構造３２
はセルロース系繊維（例えば木材パルプ繊維）、他の天然繊維、合成繊維、織又は不織シ
ート、スクリム網又は他の安定構造の吸収性ウェブ材料、超吸収性材料、結合材料、表面
活性剤、選択された疎水性材料、顔料、ローション、悪臭防止剤、又は同様なもの、並び
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にこれらの組合せを含むことができる。特定の実施形態においては、吸収性ウェブ材料は
、セルロース系フラフ及び超吸収性ヒドロゲル形成粒子のマトリクスである。セルロース
系フラフは、木材パルプ・フラフの配合物を含むことができる。１つの好ましい種類のフ
ラフは、商品名称ＣＲ１６５４で表示され、米国アラバマ州チルダースバーグのＵ．Ｓ．
Ａｌｌｉａｎｃｅから入手可能であり、主に軟材繊維を含む漂白された高吸収性硫酸塩木
材パルプである。吸収性材料は、様々な従来の方法及び技法を使用してウェブ構造に形成
することができる。例えば、吸収性ウェブは、乾式形成法、空気形成法、湿式形成法、発
泡形成法、又は同様なもの、並びにこれらの組合せを用いて形成することができる。かか
る技法を実行する方法及び装置は、当該技術においてよく知られている。
【００４２】
　一般的原則として、超吸収性材料は、吸収性ウェブの中に、ウェブの総重量の約０から
約９０重量％の量で存在する。ウェブは、約０．１０から約０．３５グラム／立法センチ
メートルの範囲内の密度を有するものとすることができる。
【００４３】
　超吸収性材料は、当該技術において周知であり、天然ポリマー、合成ポリマー、及び変
成天然ポリマー及び材料から選択することができる。超吸収性材料は、シリカゲルなどの
無機材料、又は架橋ポリマーのような有機化合物とすることができる。典型的には、超吸
収性材料は、その重量の少なくとも約１５倍の液体を吸収することができ、望ましくは、
その重量の約２５倍より多い液体を吸収することができるのがよい。適当な超吸収性材料
は、様々な供給源から容易に入手可能である。例えば、Ｆａｖｏｒ８８８超吸収体がドイ
ツのＳｔｏｃｋｈａｕｓｅｎ　ＧｍｂＨから入手可能であり、Ｄｒｙｔｅｃｈ２０３５が
米国ミシガン州ミッドランドのＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能
である。
【００４４】
　所望の形状に形成又は切断された後、吸収性ウェブ材料は、吸収性構造３２の一体性及
び形状を維持することを助ける適当なティッシュ包装で包むか又は取り囲むことができる
。
【００４５】
　吸収性ウェブ材料はまた、コフォーム材料とすることもできる。「コフォーム材料」と
いう用語は、一般的に、熱可塑性繊維及び第２の非熱可塑性材料の混合物又は安定マトリ
クスを含む複合材料を意味する。一例として、コフォーム材料は、少なくとも１つのメル
トブロー・ダイヘッドがシュートの近くに配置され、ウェブの形成中に他の材料が該シュ
ートを通してウェブに加えられる工程により形成することができる。かかる他の材料は、
繊維質有機材料、例えば木材パルプ又は綿、レーヨン、再生紙、パルプ・フラフ、及び超
吸収性粒子のような非木材パルプ、無機吸収性材料、処理された高分子短繊維、及び同様
なものを含むことができるが、これらに限定されない。種々の合成ポリマーのいずれも、
コフォーム材料のメルト・スパン構成要素として使用することができる。例えば、いくつ
かの実施形態においては、熱可塑性ポリマーを使用することができる。使用できる適当な
熱可塑性物質の例のいくつかは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレンなどのポ
リオレフィン、ポリアミド、及びポリエステルを含む。１つの実施形態においては、熱可
塑性ポリマーはポリプロピレンである。かかるコフォーム材料のいくつかの例は、Ａｎｄ
ｅｒｓｏｎらの米国特許第４，１００，３２４号、Ｅｖｅｒｈａｒｔらの第５，２８４，
７０３号、及びＧｅｏｒｇｅｒらの第５，３５０，６２４号に開示されており、これらの
特許は、全ての目的について引用により本明細書に組み込まれる。
【００４６】
　本発明による吸収性物品の特定の実施形態では、吸収体構造３２はエラストマー性であ
ることが望ましいであろう。例えば、シャーシ２０のほぼ全体が伸長可能又はエラストマ
ー性である図１に示される実施形態において、吸収体構造３２もまた、他の構成要素の伸
長可能性を妨げないように伸長可能であることが望ましいといえる。このために、吸収性
ウェブ材料は、少なくとも最低約２重量％の量でエラストマー性繊維を含むことができる
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。エラストマー性繊維の量は、或いはまた、少なくとも約３重量％とすることができ、任
意に少なくとも約５重量％とすることができ性能の改善をもたらす。更に、エラストマー
性繊維の量は最大で約６０重量％までとすることができる。或いはまた、改良された利点
を得るために、エラストマー性繊維の量は、最大で約４５重量％までとすることができ、
任意に、最大で約３０重量％までとすることができる。これらの値は、吸収性構造の物理
的特性又は液体管理特性を過度に悪化させることなく、吸収性保持部分に所望レベルの伸
長可能性及び構造的安定性をもたらすもので、重要である。エラストマー性繊維の比率が
過度に低い吸収性ウェブ材料は、伸長性が不十分となり、エラストマー性繊維の比率が過
度に高いウェブ材料は、取り込み不良、分散不良、液体保持不良といった吸収性機能の過
度の悪化、及び／又は伸長された時の過度の引っ張り力を示すことになる。
【００４７】
　吸収体構造３２は、エラストマー性コフォーム吸収性ウェブ材料を含むことができる。
特定の態様においては、エラストマー性コフォーム材料は、少なくとも最低で約５０ｇ／
ｍ2の全体的なコフォーム坪量を有することができる。コフォーム坪量は、或いはまた、
少なくとも約１００ｇ／ｍ2とすることができ、任意には、改良された性能を得るために
は、少なくとも約２００ｇ／ｍ2とする。更に、コフォーム坪量は最大で約１２００ｇ2ま
でとすることができる。或いはまた、コフォーム坪量は、最大で９００ｇ／ｍ2までとす
ることができ、任意には、改良された性能を得るために最大８００ｇ／ｍ2までとするこ
とができる。これらの値は、吸収体構造の物理的特性又は液体管理機能性を過度に悪化さ
せることなく、吸収体構造に所望の伸長可能性及び構造的安定性をもたらすもので、重要
である。エラストマー性コフォーム材料の比率が過度に低い保持部分は、十分に伸長可能
であるといえない。エラストマー性コフォーム材料が過度に大量である吸収性ウェブ材料
は、取り込み、分散及び／又は保持特性の過度の悪化など吸収機能性の過度の悪化を示す
ことがある。
【００４８】
　エラストマー性吸収性構造の他の例は、米国特許第６，３６２，３８９号Ｂ１に記載さ
れており、この特許は、全ての目的について引用により本明細書に組み込まれる。
　吸収体構造３２に使用される吸収性ウェブ材料はまた、個々の吸収体構造が、使用の対
象物品により特定の個々の総吸収量を有するように選択される。例えば、乳児用ケア製品
においては、総吸収量は０．９重量％の生理食塩水で約３００から９００グラムの範囲内
とすることができ、典型的には、生理食塩水で約５００ｇである。成人用ケア製品におい
ては、総吸収量は、生理食塩水で約１０００から１６００グラムの範囲内とすることがで
き、典型的には、生理食塩水で約１３００ｇである。婦人用ケア製品においては、総吸収
量は、生理食塩水で約７から５０グラムの範囲内とすることができ、典型的には、生理食
塩水で約３０から４０ｇの範囲内である。
【００４９】
　上述のように、吸収体構造３２はまた、サージ管理層４８を含むことができ、これは物
品の吸収体の中に急速に導かれることがある液体のサージ又は噴出を減速及び拡散するの
に役立つ。望ましくは、サージ管理層は、吸収性構造の貯蔵又は保持部分の中に液体を放
出する前に、液体を迅速に受け止め一時的に保つことができるのがよい。サージ層は身体
側ライナー層２８の下に配置される。適当なサージ管理層の例は、米国特許第５，４８６
，１６６号、及び米国特許第５，４９０，８４６号に記載されている。他の適当なサージ
管理材料は、米国特許第５，８２０，９７３号に記載されている。これらの特許の開示全
体が、全ての目的について引用により本明細書に組み込まれる。
【００５０】
　本明細書で本発明の説明を読んだ後の当業者に示唆が与えられる本明細書に記載の本発
明の実施形態に対する様々な他の実施形態、修正、及び均等物について、本発明の範囲及
び思想から逸脱することなく、方策がなされ得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
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【図１】この場合は幼児用トレーニングパンツである本発明による吸収性物品の実施形態
の斜視図である。
【図２】全ての弾性構成要素が伸長された状態における吸収性物品シャーシの単純化され
た身体側平面図である。
【図３】図２に示された線に沿って取られたシャーシの概略断面図である。

【図１】 【図２】
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【図３】
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